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●今月の紙面 町制施行周年記念事業スクラップ写真
教育大綱策定…………………………………………… ②
児童虐待防止推進月間………………………………… ③
ラディアンITサービスコーナー開設案内…………… ④
【連載】町制施行80周年記念  ……………………… ⑤
ホームページが新しくなりました！………………… ⑫

　11月３日に町制施行80
周年を迎え、ラディアン
などで記念イベントが行
われました。今回は過去
に行われた記念イベント
を写真で紹介します。

昭和10年　町制施行祝賀会

昭和60年　町制施行50周年記念
二宮ふるさとまつりみこしパレード

昭和40年　町制施行30周年記念
商工会主催の仮装行列

平成7年　町制施行60周年記念
まつりパレード



大
綱
の
期
間

　
平
成
27
年
度
〜

　
　
平
成
30
年
度
（
４
年
間
）

※

期
間
を
、
平
成
28
年
度
か
ら

始
ま
る
「
第
５
次
二
宮
町
総

合
計
画
中
期
基
本
計
画
」
の

計
画
期
間
と
合
わ
せ
、
連
動

し
て
見
直
せ
る
よ
う
設
定
し

ま
し
た
。

　
教
育
委
員
会
議
定
例
会
や
総

合
教
育
会
議
な
ど
の
会
議
は
公

開
し
て
い
ま
す
。

　
会
議
日
程
な
ど
は
広
報
に
の

み
や
お
知
ら
せ
版
や
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※

個
人
情
報
を
含
む
内
容
な
ど

　
に
よ
り
傍
聴
で
き
な
い
場
合

　
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
教
育
総
務
課
教
育
総
務
班

　
「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及

び
運
営
に
関
す
る
法
律
」
が
改

正
さ
れ
、
平
成
27
年
４
月
に
施

行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

町
長
に
よ
る
町
の
教
育
に
関
す

る
総
合
的
な
大
綱
の
策
定
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
今
年
度
、
総
合
教
育

会
議
を
２
回
開
催
し
、
町
長
・

教
育
長
・
４
名
の
教
育
委
員
に

よ
る
協
議
を
経
て
、「
二
宮
町
教

育
大
綱
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
町
の
教
育
や
学
術
、
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り

組
み
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
大

綱
の
も
と
、
町
民
の
皆
さ
ん
と

町
が
共
に
考
え
、
共
に
行
動
し

て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 二

宮
町
教
育
大
綱
を
策
定
し
ま
し
た

二
宮
町
教
育
大
綱
を
策
定
し
ま
し
た

教
育
大
綱
に
つ
い
て

　町民一人ひとりの｢まちづくりの力」、｢地域の力｣を活かした「共に学び共に
育つ教育」を推進します。
　まちづくりの主役は町民一人ひとりです。将来の二宮町のために、そして、町
民一人ひとりのために、子どもから大人までが生涯を通じて共に学び、共に成長
できる教育を行うことを目標にこの基本理念を掲げました。

基本理念

１　人権を尊重し合う心を育むとともに、自ら考え生きる力を育てます。
●一人ひとりの人権を尊重し、豊かな人間性と社会性を育むとともに、自他の生
　命を大切にする教育を進めます。
●子どもたち一人ひとりの発達段階に合わせた確かな学力と、健やかな体力を養
　います。
●地球的な視野で自ら考え主体的に行動できる、世界に羽ばたく人材を育てます。

２　落ち着いた学習環境と未来を見据えた教育環境づくりを進めます。
●地域社会とともに、子どもたちが安全・安心で快適に学べる教育環境づくりに
　取り組みます。
●子どもたちの明るい将来を見据え、教育施設のあり方について検討を進めます。

３　町民が主人公となる、文化やスポーツなど生涯学習の振興を進めます。
●活力ある地域コミュニティづくりのため、生涯学習や生涯スポーツの機会の充
　実に努めます。 
●生涯学習センター（ラディアン）や図書館など社会教育施設の充実に努めます。 

基本方針

教
育
委
員
会
の
会
議
は

　
　
　傍
聴
で
き
ま
す

総合教育会議の様子
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町の木
つばき

町の花
カンナ

町の鳥
ヤマガラ



　
児
童
虐
待
に
は
、
殴
る
・
け

る
・
落
と
す
・
や
け
ど
を
負
わ

せ
る
な
ど
の
身
体
的
虐
待
だ
け

で
な
く
、
性
的
虐
待
、
育
児
放

棄
な
ど
の
ネ
グ
レ
ク
ト
、
暴
言

や
無
視
、
差
別
的
な
扱
い
を
す

る
と
い
っ
た
心
理
的
虐
待
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
近
年
で
は
、
子
ど
も

の
面
前
で
の
Ｄ
Ⅴ
や
夫
婦
喧
嘩

に
よ
る
心
理
的
虐
待
の
増
加
が

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
直
接
子
ど
も
に
身
体
的
な
外

傷
が
な
く
て
も
、
子
ど
も
が
心

に
受
け
る
傷
は
大
人
が
考
え
る

以
上
に
大
き
く
、
子
ど
も
に
よ

っ
て
は
難
聴
や
学
習
障
害
な
ど

の
症
状
が
出
た
り
、
会
話
や
対

人
関
係
に
影
響
が
出
た
り
し
ま

す
。 虐

待
に
よ
る
子
ど
も
へ
の
影
響

　
日
々
の
生
活
の
中
で
子
育
て

を
負
担
に
感
じ
る
よ
う
な
時
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
育
児
の
負
担
感
は
相
談
す
る

だ
け
で
も
軽
減
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
町
で
は
心
理
士
や
保
健
師
な

ど
の
専
門
職
員
が
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
相
談
の
際
の
秘
密

は
確
実
に
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

思
い
つ
め
る
前
に
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
怒
鳴
ら

な
い
子
育
て
練
習
な
ど
の
講
座

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
親
子
が
笑
顔
で
過
ご
せ
る
よ

う
、
解
決
策
を
一
緒
に
考
え
ま

し
ょ
う
。

保
護
者
の
方
へ

　
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
絡
み
合

う
こ
と
で
、
保
護
者
に
負
担
が

か
か
り
、
知
ら
ぬ
間
に
「
虐

待
」
と
呼
ば
れ
る
行
動
を
と
っ

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
未
来
あ
る
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者
を
守
る
た
め
、
地
域
で
虐

待
を
早
期
に
発
見
し
「
支
援
」

の
た
め
の
相
談
・
通
告
を
お
願

い
し
ま
す
。

地
域
の
方
へ

■
町
児
童
虐
待
相
談
専
用
電
話

　
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
（
☎
73

－

３
３
６
６
）

■
心
泉
学
園
児
童
虐
待
相
談
専

　
用
電
話

　
毎
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
（
☎
０
９
０

－

９
１
４
９

－
　

５
０
０
５
）

■
県
平
塚
児
童
相
談
所

　
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
（
☎
73

－

６
８
８
８
）

■
児
童
相
談
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　
24
時
間
対
応

　
（
☎
１
８
９
）

問
い
合
わ
せ

　
子
ど
も
育
成
課
育
成
相
談
班

ご
相
談
く
だ
さ
い

「
も
し
か
し
て
」

　あ
な
た
が
救
う

　
　
　
　小
さ
な
手

「
も
し
か
し
て
」

　あ
な
た
が
救
う

　
　
　
　小
さ
な
手

〜
11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
〜

〜
11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
〜

　幼
い
命
が
家
族
や
同
居
人
な
ど
に
よ
り
傷
つ
け
ら
れ
た
り
、

奪
わ
れ
た
り
す
る
悲
し
い
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　愛
さ
れ
る
べ
き
、
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た
小
さ
な
命
を
守

る
た
め
、
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。

情報提供にご協力ください
　虐待を防止するには、当事者だけでなく、周囲の
方の協力も必要です。虐待に限らず、周囲で気にな
るお子さんがいる場合はためらわずにご連絡くださ
い。
○平日昼間に学齢期の子どもが歩いている。
○毎日ずっと子どもの泣き声が止まない。　など
※連絡は匿名でも可能です。
※情報提供者の名前を明かすことはありません。
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（

　
　
　
　
　

  

　）

ラ
デ
ィ
ア
ン

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
利
用
し
た

　
　公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス

Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
ラ
デ
ィ
ア
ン
事
務
所
隣
（
旧
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
）
に
パ
ソ
コ
ン
・

周
辺
機
器
の
使
用
や
各
種
証
明
書
の
発
行
が
で
き
る
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ

ス
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
時
間

ラ
デ
ィ
ア
ン
開
館
日

　
９
時
30
分
〜
19
時

※

た
だ
し
、
Ｉ
Ｔ
コ
ー
ナ
ー
の

指
導
員
常
駐
時
間
は
９
時
30

分
〜
16
時
30
分

サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

各
種
証
明
書
の
発
行

●
住
民
票
の
写
し

●
記
載
事
項
証
明
書

●
印
鑑
登
録
証
明
書

●
所
得
・
課
税
・
非
課
税
証
明

書
な
ど

持
物

　
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

（
代
理
の
場
合
は
、
委
任
状
お

よ
び
代
理
の
方
の
本
人
確
認
が

で
き
る
も
の
）

※

印
鑑
登
録
証
明
書
の
発
行
に

は
印
鑑
登
録
カ
ー
ド

※

評
価
・
公
課
証
明
書
の
発
行

は
平
日
９
時
30
分
〜
17
時
15

分

Ｉ
Ｔ
コ
ー
ナ
ー

■
設
置
機
器

●
パ
ソ
コ
ン
（
７
台
）

●
プ
リ
ン
タ
ー
（
Ａ
１
〜
Ａ

４
・
ハ
ガ
キ
サ
イ
ズ
対
応
）

※

パ
ソ
コ
ン
は
自
由
に
利
用
で

き
作
成
し
た
デ
ー
タ
な
ど
を

印
刷
で
き
ま
す
。（
一
部
有
料
）

■
指
導
サ
ー
ビ
ス

　
常
駐
す
る
指
導
員
か
ら
操
作

方
法
の
不
明
点
に
つ
い
て
指
導

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
自
宅
な
ど
で
使
用
し

て
い
る
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
持
参
し
、
指
導
を
受
け
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
Ｉ
Ｔ
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
す
る

に
は
、
Ｉ
Ｔ
コ
ー
ナ
ー
利
用

証
が
必
要
で
す
。

※

利
用
証
は
本
人
確
認
が
で
き

る
も
の
を
お
持
ち
い
た
だ
け

ば
無
料
で
発
行
で
き
ま
す
。

※

Ｉ
Ｔ
ふ
れ
あ
い
館
利
用
証
を

お
持
ち
の
方
は
引
き
続
き
利

用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
ラ
デ
ィ
ア
ン
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

　
（
☎
70

－

１
５
３
７
）

　
平
成
28
年
１
月
か
ら
交
付
が

始
ま
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
は

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
に
よ

る
電
子
証
明
書
が
搭
載
さ
れ
ま

す
。

　
電
子
証
明
書
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
通
じ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
の

申
請
や
届
出
を
行
う
際
、
他
人

に
よ
る
成
り
す
ま
し
や
デ
ー
タ

の
改
ざ
ん
を
防
ぐ
た
め
に
用
い

ま
す
。
　

　
電
子
証
明
書
を
用
い
て
申
請

書
な
ど
の
情
報
に
電
子
署
名
を

付
す
こ
と
に
よ
り
、
確
か
に
本

人
が
送
付
し
た
情
報
で
あ
る
こ

と
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
利
用
で
き
る
手
続
き
の
例

●
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス

テ
ム
（
ｅ-

Ｔ
Ａ
Ｘ
）

　
利
用
に
つ
い
て
は
平
塚
税

　
務
署
（
☎
22-

１
４
０
０
）

　
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

１
〜
２
月
は
個
人
番
号
カ
ー

ド
の
申
請
が
集
中
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
、
発
行
ま
で
に

時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を

　
　
　
利
用
さ
れ
て
い
る
方
へ

　
従
来
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
へ
の
電

子
証
明
書
の
新
規
設
定
や
更
新

の
手
続
き
は
、
個
人
番
号
カ
ー

ド
の
交
付
に
伴
い
終
了
し
ま
す
。

　
確
定
申
告
な
ど
で
電
子
証
明

書
を
利
用
す
る
場
合
は
、
有
効

期
間
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
余

裕
を
持
っ
て
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

■
更
新
の
申
請
期
限

　
12
月
22
日
（
火
）

持
物

●
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

●
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

手
数
料

　
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ

　
町
民
課
戸
籍
住
民
班

ＩＴサービスコーナー

温水プールで健康づくり！
お得な年間パスポートもご利用ください
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女
性
に
対
す
る
暴
力
に
つ
い

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
女
性
の
た
め
の
Ｄ
Ｖ
相
談
窓
口

　
☎
０
４
６
６－

26－

５
５
５
０

●
相
談
対
応
時
間

　
平
日
９
時
〜
21
時

●
事
業
の
問
い
合
わ
せ

　か
な
が
わ
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
か
な
テ
ラ
ス
相
談
課

　（
☎
０
４
６
６－

27－

２
１
１
６
）

　
女
性
を
め
ぐ
る
人
権
問
題
に

つ
い
て
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
全
国
統
一
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０

－

０
７
０

－

８
１
０

●
相
談
対
応
時
間

　
平
日
８
時
30
分
〜
19
時

　
休
日
10
時
〜
17
時

●
事
業
の
問
い
合
わ
せ

　
横
浜
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
☎
０
４
５

－

３
１
３

－

０
８
０
７
）

問
い
合
わ
せ

　
企
画
政
策
課
企
画
調
整
班

　今
回
は
、
二
宮
駅
の
発
展
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
町
の
移
り
変
わ
り
を

紹
介
し
ま
す
。

〜
二
宮
駅
と
町
の
発
展
〜

開
業
時
の
二
宮
駅

〜
二
宮
駅
と
町
の
発
展
〜

二
宮
町
を
ひ
も
と
く

二
宮
町
を
ひ
も
と
く

連　載
〜最終回〜

　
東
海
道
線
二
宮
駅
が
開
業
し

た
の
は
、
町
制
が
施
行
さ
れ
る

以
前
の
明
治
35
年
で
す
。
駅
の

開
業
に
よ
り
二
宮
産
の
海
産
物

な
ど
の
運
搬
や
各
地
か
ら
の
特

産
物
の
集
散
が
容
易
に
な
り
ま

し
た
。

　
明
治
39
年
、
湘
南
馬
車
鉄
道

が
二
宮
〜
秦
野
間
で
開
通
す
る

と
、
物
資
の
集
散
は
一
層
活
発

と
な
り
、
特
に
秦
野
地
方
の
名

産
で
あ
っ
た
葉
タ
バ
コ
は
、
二

宮
駅
ま
で
運
ば
れ
、
東
海
道
線

を
利
用
し
各
地
へ
と
運
搬
さ
れ

ま
し
た
。

　
駅
の
発
展
と
共
に
神
奈
川
県

農
事
試
験
場
二
宮
園
芸
部
（
後

の
神
奈
川
県
園
芸
試
験
場
）
や

東
京
大
学
農
学
部
付
属
果
樹
園

な
ど
の
公
的
機
関
が
設
立
さ
れ
、

ま
た
保
養
地
と
し
て
も
「
に
の

み
や
」
の
名
が
広
く
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

二
宮
駅
と
町
の
発
展

　
昭
和
40
年
代
に
百
合
が
丘
団

地
へ
の
入
居
が
始
ま
る
と
、
人

口
は
急
増
し
、
通
勤
通
学
時
の

駅
周
辺
は
よ
り
一
層
混
雑
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
混
雑
解
消
の
た
め
に
駅
周
辺

や
駅
施
設
の
拡
張
整
備
が
徐
々

に
進
め
ら
れ
、
昭
和
57
年
に
は

橋
上
駅
舎
お
よ
び
南
北
自
由
通

路
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
平
成
13
年
に
は
、
自
動
改
札

機
に
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
が
導

入
さ
れ
、
利
用
者
の
利
便
性
が

大
き
く
飛
躍
し
ま
し
た
。

　
二
宮
駅
は
、
時
代
に
よ
り
姿

や
役
割
を
変
え
、
町
の
玄
関
口

と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　
町
も
ま
た
、
駅
と
共
に
発
展

し
、
歴
史
を
刻
み
な
が
ら
、
平

成
27
年
11
月
３
日
に
町
制
施
行

80
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

　
企
画
政
策
課
特
定
課
題
担
当

　
男
性
も
女
性
も
、
家
庭
や
地

域
で
の
活
動
に
積
極
的
に
参
画

す
る
こ
と
で
、
生
活
や
暮
ら
し

が
充
実
し
、
地
域
が
活
性
化
す

る
社
会
を
目
指
し
、
男
女
共
同

参
画
推
進
の
活
動
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

男
女
が
共
に
理
解
す
る
　

　
一
人
一
人
が
大
切
に
さ
れ
、

個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ

う
、
お
互
い
に
理
解
し
、
協
力

し
ま
し
ょ
う
。

人
権
を
守
る

　
配
偶
者
や
交
際
相
手
か
ら
の

暴
力
、
性
犯
罪
、
ス
ト
ー
カ
ー

行
為
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
は
人
権

を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で
あ

り
、
親
し
い
関
係
で
も
決
し
て

許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
相
手
を
思
い
や
り
、
尊
重
し

合
う
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
暴
力

の
な
い
、
明
る
く
住
み
や
す
い

社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

変
化
す
る
二
宮
駅

　
自
動
車
の
普
及
に
よ
り
、
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
が
一
般
的
に
な
る

と
、
駅
は
物
流
の
拠
点
か
ら
通

勤
や
観
光
の
拠
点
へ
と
変
わ
り

ま
し
た
。

　
昭
和
46
年
、
電
車
の
一
部
を

「
落
花
生
列
車
」
と
銘
打
ち
、

朝
に
東
京
駅
を
出
発
し
、
二
宮

で
落
花
生
狩
り
や
み
か
ん
狩
り

を
楽
し
み
、
夕
方
に
東
京
へ
戻

る
と
い
う
企
画
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
昭
和
47
年
に
は

「
地
引
網
列
車
」
も
実
施
さ
れ
、

二
宮
駅
は
町
の
観
光
と
産
業
の

発
展
に
貢
献
し
ま
し
た
。 町制施行時の二宮駅周辺

11
月
12
日
〜
25
日
は

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
期
間

11
月
16
日
〜
22
日
は

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間

男
女
共
同
参
画

〜
み
ん
な
が
生
き
生
き
と
輝
く
社
会
に
〜
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全国瞬時警報システム【Jアラート】の全国一斉情報伝達訓練を行います全国瞬時警報システム【Jアラート】の全国一斉情報伝達訓練を行います
　Ｊアラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊急情報を、人工衛星などを通じて市町村防災行政無線など
で瞬時に伝えるシステムです。
　緊急時に住民へ迅速かつ確実に情報伝達を行うためには、システムが正常に機能することが極めて重要です。
　緊急情報を防災行政無線を用いて確実に皆さんへお伝えするため、次のとおり情報伝達訓練を行います。

と　き　11月25日（水）11時ごろ
内　容　町内44か所に設置されている防災行
　　　　政無線から一斉に放送されます。
　　　　防災安全課危機管理・くらし安全班

安否確認訓練への
ご協力ありがとう
ございました！

安否確認訓練への
ご協力ありがとう
ございました！

　8月30日に実施
した総合防災訓練
での地区による安
否確認訓練は全体
で87.4％の高い実
施率となりました。

　災害はいつどこで発生するかわかりません。日ごろから
危機管理意識を持ち、非常用持出品を準備しておくことが
大切です。
※食料や飲料水は最低３日分を用意しておきましょう。
　（飲料水は１人３リットル/日が目安）

カンパン、缶詰、飲料水、缶切り、はし・フォー
ク・スプーンなど

キズ薬、バンソウコウ、包帯、鎮痛剤、かぜ薬、
胃腸薬、生理用品、常備薬（持病のある方）など

下着、上着、タオル、軍手、洗面用具、雨具など

保険証、免許証、通帳、印鑑、現金、証書、権利
証など

ラップ、ウェットティッシュ、ティッシュペーパー、
トイレットペーパー、新聞紙、ビニールシート、簡
易トイレ、ペットのエサ、携帯電話の充電器、車か
ら100V取れるインバーター、ビニール袋、使い捨て
食器、ドライシャンプー、せっけん、ヘルメット、
卓上コンロなど

懐中電灯、携帯ラジオ、乾電池、ライター、マッチ、
ロウソク、ロープなど

準備してますか？

非常食・水

医薬品など

衣類など

貴重品

小物・道具類

その他

　
食
中
毒
は
夏
だ
け
の
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　特
に
11
〜
12
月
は
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
が
多
く
発

生
し
ま
す
。

　ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
感
染
力
が

非
常
に
強
く
、
少
量
の
ウ
イ
ル

ス
で
感
染
す
る
の
が
特
徴
で
す
。

　今
年
は
新
型
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
の
流
行
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。　流

行
す
る
前
に
知
識
を
身
に

つ
け
、
し
っ
か
り
予
防
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

感
染
経
路
を
知
ろ
う

①
カ
キ
な
ど
の
二
枚
貝
を
加
熱

不
十
分
な
ま
ま
食
べ
る
こ
と

に
よ
る
感
染

②
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た

人
の
便
や
吐
物
、
飛
沫
な
ど

に
触
れ
る
こ
と
に
よ
る
感
染

③
ウ
イ
ル
ス
汚
染
さ
れ
た
食
品

を
調
理
し
た
人
の
手
か
ら
、

他
の
食
品
や
調
理
器
具
へ
伝

染
す
る
こ
と
に
よ
る
感
染

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
予
防
方
法

●
帰
宅
時
や
調
理
の
前
後
、
ト

イ
レ
後
な
ど
は
せ
っ
け
ん
で

爪
や
指
の
間
、
手
首
ま
で
を

十
分
に
洗
い
、
流
水
で
す
す

ぎ
ま
す
。
す
す
い
だ
後
は
清

潔
な
タ
オ
ル
や
紙
タ
オ
ル
で

拭
き
ま
す
。

●
二
枚
貝
や
肉
、
魚
な
ど
は
十

分
に
加
熱
し
ま
す
。

●
生
も
の
に
は
、
毎
回
熱
湯
消

毒
し
た
専
用
の
ま
な
板
や
包

丁
を
使
い
ま
す
。

感
染
が
疑
わ
れ
る
場
合

■
感
染
力
が
非
常
に
強
い
た
め
、

感
染
者
の
吐
物
や
便
な
ど
の

処
理
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

汚
物
か
ら
ウ
イ
ル
ス
が
浮
遊

す
る
た
め
、
手
袋
と
マ
ス
ク

を
着
用
し
、
袋
を
二
重
に
し

て
処
理
し
ま
す
。

■
感
染
者
の
洗
濯
物
は
分
け
て

洗
い
、
ド
ア
ノ
ブ
や
床
な
ど

を
消
毒
し
ま
す
。

■
消
毒
に
は
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト

　
リ
ウ
ム
（
塩
素
系
漂
白
剤
）

　
が
有
効
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　
保
険
医
療
課
医
療
予
防
班

（
☎
71

－

７
１
０
０
）

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
ご
注
意
を

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
ご
注
意
を

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
ご
注
意
を

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
ご
注
意
を
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下
水
道
の
使
用
方
法

下
水
道
の
使
用
方
法

下
水
道
の
使
用
方
法

下
水
道
の
使
用
方
法

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を
完
全
実
施
し
ま
す

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を
完
全
実
施
し
ま
す

町
へ
の
事
前
申
請
を

　
下
水
道
接
続
工
事
は
、
町
へ

の
事
前
申
請
が
必
要
で
あ
り
、

町
指
定
工
事
店
で
な
け
れ
ば
工

事
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
工
事
完
了
後
に
は
町

職
員
に
よ
る
検
査
を
実
施
し
、

合
格
し
た
際
に
は
検
査
済
証

（
左
図
）
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
町
に
申
請
せ
ず
に
無
断
で
下

水
道
接
続
工
事
を
す
る
と
、
工

事
の
事
実
が
判
明
し
た
際
に
、

工
事
を
し
た
日
以
降
の
下
水
道

使
用
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
お
支

払
い
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

汚
水
管
に
は
汚
水
だ
け

　
町
の
下
水
道
は
、
汚
水
と
雨

水
を
分
け
る
分
流
式
で
処
理
し

て
い
ま
す
。

　
汚
水
管
に
雨
水
が
流
れ
込
む

と
、
下
水
処
理
場
の
処
理
能
力

が
低
下
し
、
汚
水
を
き
れ
い
に

処
理
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
雨
天
時
に
は
汚
水
ま
す
の
ふ

た
を
開
け
ず
、
外
流
し
が
汚
水

管
に
つ
な
が
っ
て
い
る
場
合
は
、

ふ
た
や
栓
を
し
て
雨
水
が
流
れ

込
ま
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
汚
水
管
に
大
量
の
油

分
や
野
菜
く
ず
な
ど
の
固
形
物

を
流
す
と
、
つ
ま
り
の
原
因
と

な
り
ま
す
。
汚
水
管
が
つ
ま
る

と
、
汚
水
が
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら

あ
ふ
れ
、
周
囲
に
多
大
な
影
響

を
お
よ
ぼ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
汚
水
管
に
は
汚
水
以
外

を
流
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

悪
質
業
者
に
ご
注
意

　
排
水
設
備
（
敷
地
内
の
汚
水

管
な
ど
）
の
検
査
や
清
掃
に
つ

い
て
、
義
務
で
あ
る
か
の
よ
う

に
装
い
契
約
を
迫
る
業
者
が
い

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

悪
質
業
者
の
手
口

①
勝
手
に
点
検
を
す
る

　
業
者
が
敷
地
に
入
り
、
勝
手

に
汚
水
ま
す
を
開
け
て
点
検
を

し
た
。
そ
の
結
果
、
汚
水
管
の

清
掃
が
必
要
で
あ
る
と
告
げ
、

点
検
手
数
料
を
請
求
し
て
き
た
。

②
契
約
す
る
ま
で
帰
ら
な
い

　
訪
問
し
て
き
た
業
者
に
汚
水

管
や
ま
す
の
汚
れ
が
ひ
ど
い
と

言
わ
れ
た
。
管
の
洗
浄
や
ま
す

の
改
修
が
必
要
と
説
明
さ
れ
、

契
約
書
に
押
印
す
る
よ
う
強
要

さ
れ
た
。

※
排
水
設
備
は
個
人
で
管
理
す

る
も
の
で
、
定
期
的
な
検
査

や
清
掃
の
義
務
は
あ
り
ま
せ

ん
。
点
検
や
清
掃
は
必
要
に

応
じ
て
ご
自
身
の
判
断
で
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

※

不
審
に
思
っ
た
際
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
下
水
道
課
工
務
班

　
個
人
住
民
税
は
、
前
年
の
１

〜
12
月
ま
で
の
収
入
に
応
じ
て

税
額
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

　
決
定
さ
れ
た
税
額
は
個
人
の

方
が
納
付
書
に
よ
り
納
付
す
る

普
通
徴
収
と
、
対
象
者
を
雇
用

し
て
い
る
事
業
主
が
、
毎
月
の

給
与
支
払
い
時
に
個
人
住
民
税

を
給
料
か
ら
差
し
引
い
て
徴
収

す
る
特
別
徴
収
の
い
ず
れ
か
の

方
法
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
県
内
市
町
村
で
は
平
成
28
年

度
ま
で
に
、
特
別
徴
収
の
完
全

実
施
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
特
別
徴
収
の
場
合
、
納
税
義

務
者
は
対
象
者
を
従
業
員
と
し

て
雇
用
し
て
い
る
事
業
者
に
な

り
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
ま
で
に
特
別
徴

収
の
納
税
義
務
者
と
な
る
事
業

者
に
対
し
、
特
別
徴
収
義
務
者

の
指
定
（
特
別
徴
収
税
額
の
通

知
）
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
事
業
者

　
従
業
員
数
が
３
名
以
上
で
、

所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
の
あ

る
事
業
者

対
象
者

　
前
年
中
に
給
与
な
ど
の
所
得

が
一
定
額
を
越
え
課
税
と
な
る

方
で
、
本
年
中
に
給
与
の
支
払

い
を
受
け
て
い
る
方

問
い
合
わ
せ

　
税
務
課
収
税
班

※門戸などの見やすい場所に
はらせていただきます。

検査済証

事
業
主
の
方
へ

特別徴収Q&A
Q1 神奈川県内だけの取り組みですか？

時期の違いはありますが全国的な取り組みです。

Q2 従業員は何か行うことはありますか？

A.

A. 原則として、従業員の方が特別な申請をする
ことはありません。

再確認
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ふたみ記念館常設展「二見利節と二宮」

　二見利節作品の中から二宮町を舞台に描かれた作品
を中心に展示しています。

展示期間　平成28年10月30日（日）まで
休 館 日　月曜日（月曜日が祝日の場合は開館し、翌
　　　　　日休館）、年末年始
開館時間　10:00～16:00（入場は15:30まで）
観 覧 料　一般200円　※中学生以下は無料
　　　　　ふたみ記念館（☎70ｰ3210）

　10月いっぱい開催した｢二見利節の交流作家展｣
は多くの方にご来場いただき、盛況のうちに終了し
ました。

　大磯警察署管内では、平成27年１～９月
までにひったくり被害が４件発生しています。
　イヤホンで音楽を聴きながらやスマートフ
ォンなどで通話しながらの歩行は、後方から
近づく物音に気が付きにくくなり、周囲への
注意力も散漫になりますのでご注意ください。
　また、不審者を見かけた場合は110番へ通
報ください。

大磯警察署だより

その他の刑法犯

合計

４

４

種　別 9月

犯罪発生件数

大磯警察署（☎72ｰ0110）

（平成27年10月1日現在)（平成27年10月1日現在)町の人口町の人口

（　）内は前月比
※平成22年国勢調査確報値を基礎にしています。

総　数 28,486人 （＋  7）
　男 13,735人 （－  1）
　女 14,751人 （＋  8）
世帯数 11,534世帯 （＋11）

展示品が
新しく

なりました

展示品が
新しく

なりました

〈菊〉制作年1960年ごろ

8広報にのみや 平成27年11月10日
救える命を守ろう
救急車の適正利用をお願いします



ご 長 寿 訪 問ご 長 寿 訪 問

【防火ポスターコンクール】 優秀作品を展示しています！【防火ポスターコンクール】 優秀作品を展示しています！ 無防備な  心に火災が  かくれんぼ無防備な  心に火災が  かくれんぼ

10月１日（木）10月１日（木）

佐口すわさん(百合が丘1丁目) 佐藤彌壽子さん(梅沢) 姉﨑長三さん(原田)

秋澤アイさん(一色)

一色小学校　5年生
吉田寛人さん

11月  9日（月）～15日（日）

11月16日（月）～23日（月）

11月24日（火）～30日（月）

12月  1日（火）～  6日（日）

消防本部（庁舎前）

山西小学校

マックスバリュ二宮店 １F展示ブース

ラディアン 展示ギャラリー

二宮小学校　4年生
熊澤夏希さん

二宮小学校　6年生
石川桜楽さん

大石大子さん(富士見が丘1丁目) 府川ミノルさん(上町)

　今年度100歳になられる方へ内閣総理大臣より祝状の贈呈があり、村田町長が訪問して共
に長寿をお祝いしました。町内では、写真の皆さん６名のほか２名(梅沢・茶屋)の方々が
100歳を迎えました。

　小学4～6年生が夏休みに描いた597作品の中から各
学年より二宮町長賞が選ばれました。
　そのほか教育長賞・消防長賞・消防団長賞の作品を
含め12点を展示しますのでぜひご覧ください。

健康長寿課健康長寿班

消防課予防班(☎72ｰ0015)

《
二
宮
町
長
賞
》

展  示  期  間 展  示  場  所
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フォトトピックスフォトトピックス
～8・9・10月の思い出～～8・9・10月の思い出～

関東大会出場選手表彰

　二宮中学校生徒の江藤幹さん(１年生)が陸上競技、玉田虎
太朗さん(２年生)が水泳競技で神奈川県大会において優秀
な成績を収め、関東大会に出場されました。
　日々の努力の積み重ねが実を結んだ結果となりました。今
後の２人の活躍が期待されます。

全国選抜大会出場チーム表彰

８月25日（火）８月25日（火）

　６～７月に行われた全国選抜神奈川連盟大会（神奈川県予
選）において、二宮大磯リトルリーグが強豪チームを破り全国
選抜大会出場を果たしました。全国大会は８月21～23日に
愛知県岡崎市で行われ、全国各地から集まる強豪チームを相
手に奮戦しました。

自殺予防週間

９月30日（水）９月30日（水）

　西友二宮店前にて自殺予防啓発のキャンペーンを実施しま
した。命の大切さや、悩んでいる方に相談された場合の対応方
法などの普及啓発を図りました。

葛川サミット鑑賞会葛川サミット鑑賞会

10月１日（木）10月１日（木）

　葛川サミット鑑賞会がラディアンで開催され、315名の方
が来場されました。当日は葛川にちなみ「水」に関連する曲が
演奏され、来場者は神奈川フィルハーモニー管弦楽団が奏で
る音色に耳を傾けていました。
　また展示ギャラリーでは、葛川サミット展示会も開催され、
葛川サミットの歴史や協力団体が紹介されました。

二宮町ウッドチップセンター竣工式

９月28日（月）９月28日（月）

　平塚・大磯・二宮ブロックごみ処理広域化実施計画に位置
付け整備を進めてきた、二宮町ウッドチップセンターの竣工
式が行われました。当施設は10月１日より稼働し、剪定枝を
破砕して発電燃料や堆肥原料にしています。

(左から)江藤幹さん、玉田虎太朗さん

10広報にのみや 平成27年11月10日「もしものときのために
応急手当の救命講習を受けましょう！



《　　　　　  　　　》

《　　　　　  　　　》

町制施行80周年記念事業町制施行80周年記念事業 第58回二宮町文化祭第58回二宮町文化祭

10月12日（月）～11月１日（日）10月12日（月）～11月１日（日）

　10月12日～11月１日の期間、第58回二宮町文化祭がラ
ディアンで開催され、多くの団体が日ごろの文化活動を発表し
ました。来場者の皆さんは観たり、聴いたり、体験したりと芸
術の秋を堪能していました。

第23回ゆめクラブ二宮健康づくり運動会第23回ゆめクラブ二宮健康づくり運動会

10月15日（木）10月15日（木）

　二宮町老人クラブ連合会主催の健康づくり運動会が町民
運動場で開催されました。ボール運びリレーや玉入れなどの
競技でチームワークを競い、茶屋老人クラブが総合優勝を果
たしました。

男女共同参画フォーラム男女共同参画フォーラム

10月17日（土）10月17日（土）

　にのみや男女共同参画推進の会主催の男女共同参画フォ
ーラムが町民センターで開催されました。高校生を対象に行
ったアンケートを基に、世代間における男女共同参画意識の
違いについて討論しました。

第72回二宮町体育祭第72回二宮町体育祭

10月４日（日）10月４日（日）
　秋晴れの中、第72回二宮町体育祭が町民運動場で開催さ
れました。当日は選手宣誓から始まり、綱引きやせんべい食い
競争、小・中学生地区別リレーなど熱戦が繰り広げられました。

小・中学生地区別リレー　男子の部
優勝の下町チーム

小・中学生地区別リレー　女子の部
優勝の梅沢チーム

男　子
優　勝
準優勝
３　位

地区名
下　町
中　里
梅　沢

女　子
優　勝
準優勝
３　位

地区名
梅　沢
元町南
上　町
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PC スマホ

11月３日（火）11月３日（火）

デザインを一新デザインを一新

アプリで広報にのみやが読めますアプリで広報にのみやが読めます

変更点①変更点①

ホームページが新しくなりました！ホームページが新しくなりました！
　多くの方からたくさんの意見をいただき、町のホームページが町制施行80周年を迎えた
11月3日(火)より新しくなりました。
　見やすく、使いやすくなったホームページをぜひご利用ください。

　スマートフォンなどの無料アプリ『ｉ広報紙』で、い
つでもどこでも広報にのみやが閲覧できます。ぜひご利
用ください。
※詳細はお問い合わせください。

　ホームページ全体のイメージを一新し、温かみがあって親近感の
持てるデザインとしました。また、町を全国にPRするシティプロ
モーションサイトを開設しましたので、ぜひご覧ください。

新しい機能を追加新しい機能を追加変更点②変更点②

　調べたい情報を見つけるための新しい機能をたくさん追加しまし
た。皆さんの『どうしたらいいの？』がすぐに解決します。

【こんなときに利用しよう！】
　〇公共施設などを調べたい
　　⇒「にのみやマップ」を使って目的の場所を検索
　〇各種行政手続きを知りたい
　　⇒「手続きナビ」からライフシーンに合った手続きを検索
　〇イベント情報を知りたい
　　⇒「イベントカレンダー」から気になるイベントを検索

スマートフォンにも対応スマートフォンにも対応

Facebook始めましたFacebook始めました

変更点③変更点③

　スマートフォン用にタッチしやすく、読みやすいホームページ
も用意しました。
　いつでもどこでも情報がいち早くキャッチできます。

　二宮町をより身近に感じてもらえるよう、旬な情報を発信していきます。皆さん
の「いいね！」お待ちしています。

企画政策課広報統計班

企画政策課広報統計班 iPhone・iPad  Android

4広報にのみや 平成27年11月10日 412

2015

11
No.643

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス
　
http://w

w
w
.tow

n.ninom
iya.kanagaw

a.jp/
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
info@

tow
n.ninom

iya.kanagaw
a.jp

ご意見などは、企画政策課広報統計班までお寄せください。
☎0463-71-3311（内線328）

編
集
発
行
　

二
宮
町
企
画
政
策
課
広
報
統
計
班  

〒
２
５
９
―
０
１
９
６  

神
奈
川
県
中
郡
二
宮
町
二
宮
９
６
１
番
地

広
報
に
の
み
や


